
性
的
強
要

上
の
リ
ス
ト
の
う
ち
、チ
ェ
ッ
ク
が
つ
い
た

も
の
が
あ
り
ま
し
た
か
？

状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、一
つ
で
も
チ
ェ
ッ

ク
が
つ
け
ば
Ｄ
Ｖ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
と
い
う
と
、「
殴
る
」「
蹴
る
」と
い
っ
た

身
体
的
な
暴
力
を
連
想
し
が
ち
で
す
が
、そ
れ

だ
け
が
Ｄ
Ｖ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
罵
る
」「
無
視

す
る
」な
ど
の
精
神
的
な
暴
力
や
、「
セ
ッ
ク
ス

を
無
理
強
い
す
る
」「
避
妊
に
協
力
し
な
い
」な

ど
の
性
的
な
暴
力
も
Ｄ
Ｖ
で
す
。

平
成
23
年
に
内
閣
府
が
行
っ
た「
男
女
間

に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調
査
」に
よ
れ
ば
、

「
配
偶
者（
事
実
婚
や
別
居
中
の
夫
婦
、元
配

偶
者
も
含
む
）か
ら『
身
体
的
暴
行
』『
心
理
的

攻
撃
』『
性
的
強
要
』の
い
ず
れ
か
を 

１
つ
で

も
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」と
い
う
質
問
に
対

し
て
、20
歳
以
上
の
既
婚
女
性
の
32.9
％
が「
あ

る
」と
回
答
、そ
の
う
ち
の
10.6
％
が「
何
度
も

あ
っ
た
」と
答
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、3
人

に
1
人
は
暴
力
の
被
害
経
験
が
あ
り
、10
人
に

1
人
が
何
度
も
暴
力
を
受
け
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

Ｄ
Ｖ
は
夫
か
ら
妻
へ
の
暴
力
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
男
性
も
18.3
％
の
人
が
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
を「
あ
る
」と
答
え
て
い
ま
す
。

一
方
、警
察
庁
の
統
計
に
よ
る
と
平
成
24
年

度
中
に
検
挙
し
た
配
偶
者
間（
内
縁
関
係
含

む
）に
お
け
る
犯
罪（
殺
人
、傷
害
、暴
行
）の

93.1
％
は
女
性
が
被
害
者
で
す
。
こ
の
数
字
か

DIC457

殴
っ
た
り
、蹴
っ
た
り
、物
を
投
げ
つ
け

た
り
、突
き
飛
ば
し
た
り
す
る
な
ど
の

身
体
に
対
す
る
暴
行
を
受
け
る
こ
と
。

人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
暴
言
や
交
友

関
係
を
細
か
く
監
視
す
る
な
ど
の
精
神

的
な
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
こ
と
。
あ
る
い

は
、自
分
も
し
く
は
自
分
の
家
族
に
危
害

が
加
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
な
脅
迫
を
受
け
る
こ
と
。

ば
、と
考
え
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、最
近
増
え
て
い
る
の
が
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
機
器
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
事
例
で
す
。Ｇ
Ｐ

Ｓ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
監
視
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
掲
示
板
へ
の
誹
謗
中
傷
、リ
ベ
ン
ジ

ポ
ル
ノ
と
い
っ
た
性
的
な
写
真
や
動
画
の
公
表

な
ど
、直
接
的
で
な
い
方
法
で
パ
ー
ト
ナ
ー
を

追
い
こ
ん
で
い
き
ま
す
。

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、配
偶
者
間
に
お
け
る
暴

力
の
被
害
者
の
多
く
は
女
性
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は「
暴
力
」と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

出典：NPO法人  全国女性シェルターネットHPより

出典： 平成23年内閣府  男女間における暴力に関する調査より

出典：内閣府  男女共同参画局：配偶者からの暴力被害者支援情報より

の
の
し

い
や
が
っ
て
い
る
の
に
性
的
な
行
為
を

強
要
さ
れ
る
こ
と
。

2
ペ
ー
ジ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
う
ち
、

1
〜
5
が
「
身
体
的
暴
行
」、6
〜
20
が
「
心

理
的
攻
撃
」、21
〜
24
が
「
性
的
強
要
」
に
当

て
は
ま
り
ま
す
。

心
理
的
攻
撃
の
う
ち
、意
識
さ
れ
に
く
い

の
が
経
済
的
な
支
配
で
す
。
働
く
こ
と
を
禁

止
し
た
り
、生
活
費
を
渡
さ
な
い
な
ど
、パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
経
済
的
自
立
を
奪
い
、自
分
に

依
存
す
る
よ
う
に
仕
向
け
ま
す
。
金
銭
を
手

に
で
き
な
い
の
で
、離
婚
も
難
し
く
、子
ど
も

の
こ
と
を
考
え
る
と
自
分
さ
え
我
慢
す
れ

暴
力
の
種
類
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殴る、蹴る、首を絞める、突きとばす。

髪の毛をつかんで引きずり回す。

タバコの火を押し付ける、熱湯をかける。

物をぶつける、階段から突き落とす。

刃物で刺す、車でひき殺そうとする。

馬鹿にする、罵る、怒鳴る。

何を言っても相手にせず無視する。

「お前は何もできない」「役立たず」などと侮蔑する。

子ども、親戚や友人、近所の人などの前で罵倒したり非難したりする。

「誰に食わせてもらっているんだ」「1人で生きていけると思うな」などと言い惨めな気持ちにさせる。

暴力の原因を「お前が怒らせるからだ」などと人のせいにする。

重要なことを相談せずに自分だけで決めてしまい、反論したり意見を言ったりすることを許さない。

24時間監視して自由な行動を制限する。

友人・実家との付き合いを制限する。

外出・電話・メール・手紙などをチェックする。

使用人・奴隷のように扱う。

自由になるお金を渡さない。生活費を渡さない。

働く事を許さない。

家計管理を独占して給与明細や銀行口座を知らせない。

パートナーの名義で借金をさせる。

避妊に協力しない。

中絶を強要する／強要された。

体調や気持ちを配慮せず一方的な性交渉を強いる。

暴力的なセックス（殴る、ねじ伏せる、縛る）を強要する。
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DVってどんなこと？ 自分自身や周りでこ
んなことはありませ

んか？
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72.0

65.5
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1.8

1.6

2.0

何度もあった 1、2度あった まったくない 無回答

総数【2,598人】

女性【1,403人】

男性【1,195人】

あった（計）

26.2

32.9

18.3

あった
（計）

「身体的暴行」「心理的攻撃」「性的強要」
のいずれか1つでも受けたことがある！

身
体
的
暴
行

心
理
的
攻
撃

　私の髪の毛を引っ張ってひきずり回したり、け飛ば

したり。それで、私はもう動けなくなって、警察を呼ぶ

こともできなくて。外にもひきずり出されたりして。「こ

のまま死ぬような事をされて、それで死ぬんだ」と思

いました。それが一番怖かったことです。（30代）

身体的暴行事例 1

　毎日のように、「能なし」というようなことを、「お前は

何をしても稼げないんだ。偉そうなことを言うな」とい

うようなことを言うんです。何かトラブルがあったら、

「お前はアホなんだから」というふうに。けっこう自信を

なくしましたね。（20代）

心理的攻撃事例 2

 「性的な行為というのは、男の思い通りだ」と。「男の

言うことを、妻は聞くもんだ」という概念が、こびりつい

ている人ですから。自分がいやな避妊の用具は使わ

ない。（60代）

性的強要事例 3

　最近耳にすることも多くなってきたこの言葉。デー

ト中に受ける暴力というわけではなく、結婚していな

いカップルの間で起きる暴力です。DV防止法※が適

用されないこと、結婚しているわけではないのだから

別れればいいといった周囲の意識により、見逃され

がちです。支配し、支配されるという関係はDVと変わ

りません。

デートDV知っていますか？

※DV防止法は「配偶者からの暴力の防止及び、
被害者の保護に関する法律」の通称です。


